
 

 

          第 19 回 圧迫性脊髄症研究会 
 
 

      日時：平成 30 年 1 月 20 日 (土)  13:00 ~ 18:10            

      会場：AP 東京八重洲通り 11 階 K+L ルーム 

       東京都中央区京橋 1 丁目 10 番 7 号 KPP 八重洲ビル 

Tel.：03-6228-8109  

     参加費：3000 円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

      第 19 回 圧迫性脊髄症研究会   会長 新井 嘉容  
 

 

                                                        

 



 

平成 29 年 12 月吉日 

 

                   第 19 回 圧迫性脊髄症研究会開催にあたって 
 

師走に入り、寒さが身に染みる日々になりましたが、皆様にはますますご活躍のことと拝察いたします。 

 さて、第 19 回圧迫性脊髄症研究会を「過去から学ぶ脊髄症治療」をテーマとして開催させていただきます。 

多くの治療経過の良好な症例の陰には、予測した結果が得られなかったものや非常に困難な対応を要求された

症例が存在すると思います。各施設内で語り継がれている個々の症例も含め、先生方の貴重なご経験をご発表

頂き、本研究会で得られた知見をもとに、的確な診断・治療に結び付けて頂ければと期待しています。会場は

昨年と同じ東京駅からも近い AP 東京です。多くの先生にご参加をお願い申し上げます。 

末筆ながら、先生方のますますのご健勝とご発展をお祈り申し上げます。 
第 19 回圧迫性脊髄症研究会 

    埼玉県済生会川口総合病院  

会長 新井  嘉容 

演者・座長の先生へ 

   

発表時間：1 演題当たり発表時間 6 分(まで)、討論 4 分、計 10 分。発表時間を厳守いただきまして、円滑な会の

運営と実りある討論ができますようにご協力いただきたいと存じます。  

 

 発表方法：動画、音声が無い場合は USB の持参をお願い致します。動画・音声がある場合は作動の問題が生じる

ことがありますので、各自 PC を持参でお願い致します。プロジェクターの接続コネクタは D-sub15 pin タイプです

ので、ご確認ください。又、Mac 使用の場合は接続コネクタをお忘れないようにお願いします。 

 

情報交換会は行いません。 

 

ご不明な点や問い合わせがありましたら下記へご連絡ください。 

  

連絡先：埼玉県済生会川口総合病院 整形外科内 第 19 回圧迫性脊髄症研究会事務局 坂井顕一郎 

e-mail: appaksei2018@gmail.com  
〒332-8558 埼玉県川口市西川口 5-11-5 TEL：048-253-1551 FAX：048-256-5703 

 

 

 

共催 圧 迫性脊髄 症研究 会 

エーザイ株式会社 

 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AP東京八重洲通り 11階 へのアクセス 



第 19 回 圧迫性脊髄症研究会 「過去から学ぶ脊髄症治療」 

                  プログラム 
13:00  ～ 13:05  開会の辞 

   埼玉県済生会川口総合病院 副院長 整形外科主任部長 新井 嘉容 

 
13:05  ～ 14:15  「胸髄」 7題 

座長：九段坂病院 進藤 重雄 

 

  1．胸髄症を呈した極めて稀な脊髄椎弓内嵌頓の１例  

国際医療福祉大学 整形外科、国際医療福祉大学三田病院 脊椎脊髄センター 船尾陽生（ふなおはるき）、 

中村聡、磯貝宜広、石原慎一、石川雅之、西山誠、石井賢 

 

2．確定診断のための脊髄生検と術後の麻痺―その脊髄生検必要ですか？  

愛知医科大学 脊椎脊髄センター 若尾典充（わかおのりみつ）、神谷光広、平澤敦彦、出家正隆 

 

3. Kirschner 鋼線が脊柱管内に迷入した一例 

東京都済生会中央病院 整形外科 古旗了伍（ふるはたりょうご）、岡田英次朗、森下緑、西田光宏、武田勇樹、  

矢吹有里、亀山真、柳本繁、手塚正樹 

 

4. 石灰化を伴う胸椎椎間板ヘルニアに対して手術を施行した症例  

昭和大学藤が丘病院 整形外科 矢冨健太郎（やとみけんたろう）、神﨑浩二、落合淳一、中島崇之 

 

5. 胸椎後縦靭帯骨化症に対する後方除圧固定術後に2回の血腫除去術を要した1例  

成田赤十字病院 整形外科 三浦正敬（みうらまさたか）、萬納寺誓人、喜多恒次、國府田正雄、山崎正志、 

林浩一、板橋孝 

 

6. 立位/坐位での症状悪化が特徴的だった胸椎椎間板ヘルニアの 1例  

筑波大学 整形外科 船山徹（ふなやまとおる）、野口裕史、安部哲哉、三浦紘世、長島克弥、熊谷洋 

俣木健太朗、國府田正雄、山崎正志 

 

7. 胸椎硬膜外脂肪腫症と硬膜外索状物を伴った胸髄症の1例  

東京医科歯科大学 整形外科 整形外科学分野 平井高志（ひらいたかし）、吉井俊貴、 

猪瀬弘之、湯浅将人、牛尾修太、小林裕、大川淳 

 

 

 



14:20 ～ 15:20  「頚髄 1」 ６題 

座長：済生会川口総合病院 坂井 顕一郎  

 

8. 大後頭孔髄膜腫と術前鑑別が出来なかった肉芽種性病変の2例  

新百合ケ丘総合病院 脊椎脊髄末梢神経外科 尾原裕康（おはらゆうこう） 

 

9. リウマチ性上位頚椎病変によって呼吸停止した患者を救命して学んだこと  

神戸労災病院 整形外科 黒島康平（くろしまこうへい）、金山修一、鷲見正敏、笠原孝一、金村在哲、張鍾穎、 

平田裕亮 

 

10. 術中異常循環動態を来した頭頚移行部脊髄腫瘍の 2 例  

浜松医科大学 整形外科 坂野友啓（ばんのともひろ）、長谷川智彦、大和雄、戸川大輔、吉田剛、有馬秀幸、 

大江慎、三原唯暉、後迫宏紀、松山幸弘 

 

11. 多数回手術を要した歯突起後方偽腫瘍の 1 例  

兵庫医科大学 整形外科 木島和也（きしまかずや）、橘俊哉、圓尾圭史、有住文博、楠山一樹、吉矢晋一 

 

12．急速進行性頸椎症性脊髄症の関連因子についての検討  

1) 前橋赤十字病院 整形外科、2) 群馬大学大学院医学系研究科 整形外科学 高澤英嗣(たかざわえいじ)1)、 

反町泰紀 1),2)、坂根英夫 2)、角田大介 2)、三枝徳栄 2)、飯塚陽一 2)、飯塚伯 2)、筑田博隆 2) 

 

13. 頚椎症性脊髄症に対する片開き式椎弓形成術の手術成績 

―JOACMEQ による quality of life を中心とした評価―  

慶應義塾大学 整形外科 名越慈人(なごしなりひと)、辻収彦、岡田英次朗、藤田順之、八木満、 

中村雅也、松本守雄、渡辺航太 

 

15:20  ～ 15:30  Coffee break 

 

15:30  ～ 15:40  製品紹介 エーザイ株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15:40  ～ 16:50  「頚髄 2」 ７題 

座長：東京医科歯科大学 猪瀬 弘之  

 

14. 頚椎症性脊髄症の高位病巣例と全脊椎矢状面アライメント 

浜松医科大学 整形外科 吉田剛 (よしだごう)、長谷川智彦、大和雄、坂野友啓、大江慎、有馬秀幸、 

安田達也、三原唯暉、後迫宏紀、Jean-Marc Vital, Oliver Gille, 戸川大輔、松山幸弘 

 

15. （神経根を含む）頚髄圧迫病変と手内筋萎縮の関連性  

防衛医科大学校 整形外科学講座 今林英明（いまばやしひであき）、佐々木淳也、田口瑛子、井上雅博、 

松橋優介、佐々尾宙、細金直文、千葉一裕 

 

16. 希少症例から考える脊柱管拡大術後 C5麻痺の原因と対策 －発生例が少ない施設からの報告－ 

武蔵野赤十字病院 整形外科 山崎隆志（やまざきたかし）、原慶宏、松谷暁 

 

17．後方除圧固定術を予定したが、腹臥位への体位変換後脊髄モニタリングで電位消失したため 

前方手術を施行した頚胸移行部後縦靭帯骨化症の 1 例  

九段坂病院 整形外科 谷山崇（たにやまたかし）進藤重雄、水野広一、大谷和之、草野和生、三宅論彦、 

中井修、大川淳 

 

18．術中血管造影と O-armを併用した頚髄腫瘍の治療経験  

済生会川口総合病院 整形外科 松倉遊（まつくらゆう）、坂井顕一郎、鳥越一郎、榊経平、山田剛史、 

小柳津卓哉、堀内聖剛、吉田龍、新井嘉容 

 

19．頚椎後縦靭帯骨化症に対する前方骨化浮上術におけるO-arm導入による手術精度と安全性の向上  

九段坂病院 整形外科 大谷和之（おおたにかずゆき）、進藤重雄、水野広一、草野和生、三宅論彦、谷山崇、

中井修 

 

20．仰臥位で行う逆行性最小侵襲頚椎椎弓根スクリュー固定術（Reverse MICEPS 法）  

高知医療センター 整形外科 時岡孝光（ときおかたかみつ）、林隆宏 

 

 

 

 

 

 

 

 



16:55 ～ 18:05   「全脊椎脊髄など」 7 題 

座長：昭和大学藤が丘病院 神﨑 浩二 

 

21. 脊椎手術時の硬膜損傷・切開・欠損に対する硬膜再建  

金沢医科大学 整形外科 川原範夫（かわはらのりお）、川口真史、織田悠悟、清水義朗、米澤克隆、佐々本丈嗣 

 

22. びまん性特発性骨増殖症に伴った脊椎損傷 -経皮的椎弓根スクリューの有用性- 

慶応義塾大学 整形外科 岡田英次朗（おかだえいじろう）、塩野雄太、美馬雄一郎、船尾陽生、加藤敬雅、 

藤田順之、八木満、名越慈人、辻収彦、石井賢、中村雅也、松本守雄、渡辺航太 

 

23. 脊椎カリエス後高度後弯遺残症例に対する骨切術の注意点  

浜松医科大学 整形外科 長谷川智彦（はせがわともひこ）、大和雄、戸川大輔、吉田 剛、坂野友啓、 

有馬秀幸、大江慎、三原唯暉、後迫宏紀、松山幸弘 

 

24. 広範囲硬膜外膿瘍の2例  

自治医科大学 整形外科 井上泰一 (いのうえひろかず)、木村敦、白石康幸、遠藤照顕、竹下克志 

 

25. “牽引性”脊髄損傷を信じてもらえますか？  

順天堂大学医学部附属静岡病院 整形外科 糸井陽（いといあきら）、高橋良介、大林治 

 

26. 脊髄癒着性くも膜炎に対する治療経験 

新潟大学医歯学総合病院 整形外科 渡辺慶（わたなべけい）、平野徹、山崎昭義、勝見敬一、大橋正幸、 

庄司寛和、溝内龍樹、高橋郁子、遠藤直人 

 

27. 馬尾腫瘍術後に膀胱直腸障害を生じた 1 例 

 琉球大学 整形外科 比嘉勝一郎（ひがしょういちろう）、金城幸雄、金城英雄、島袋孝尚、金谷文則 

 

18:05 ～ 閉会の辞 

     圧迫性脊髄症研究会 代表世話人  

東京医科歯科大学 大川 淳 

                               

共催 圧 迫性脊髄 症研究 会 
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